
(
1)
対
象
を
死
没
俳
人
に
限
っ
た。
（
三
十
名）

(
2)
年
代
を
十
九
泄
紀
以
降
の
生
総
俳
人
と
し
た。

(

3
)

原
則
と
し
て一
人一
句
の
鑑
成
に
限っ
た。

(
4)
原
典
を
日
本
出
版
k
k
発
行
「
岡
山
文

別ー
岡
山
の
俳
句」
に
拠
っ

•Jof 

(

5
)

素
材
を
植
物、
鳥
類
に
出
来
る
だ
け
煎
点
を
悦
い
た。

(

6
)

経
歴
は
佃
略
に、
作
品
茫
政
を
主
眼
に
し
た。

①

赤
木
格
派
(-
八
七
九
ー一
九
四
八）

子
規
晩
年
の
渕
弟、
現
岡
山
市
小
串
に
明
治
十
二
年、
赤
木
家
の
四
男
に

生
ま
れ
る
が
正
嫡
と
な
る。
明
治
三
十
五
年
早
大
文
学
部
卒。
参
神•
仏
絣

も
学
ぶ。
代
識
士
ー
山
陽
新
報
主

箪ー
村
長
と
な
る。

俳
句
は
十
八
よ
り
始
め、
子
規
の
「
春
夏
秋
冬」
の
代
表
作
家
と
な
る。

子
規
歿
後、
俳
坦
よ
り
身
を
引
い
た。
昭
和
二
十
三
年、
生
家
で
七
十
オ
で

ー
は
じ
め
に
ー

岡
山
の
著
名
俳
人

歿
す。
な
お
箪
者
は、
子
規
の
「
写
生」
に
賛
同
せ
ず、
一
義
的
写
生
に
反

揆
し
た。
代
表
句
を
掲
げ
る。'

深
川
は
寒
き
処
や
桃
行
忌

桃
行
（
芭
蕉）
は
十一
月
下
句、
数
え
年
五
十一
オ
で
歿
し
た。
こ
の
地

の
弟
子
の
世
話
で
致
回
に
わ
た
り
庵
主
と
し
て
半
型
半
俗
の
住
居
を
し
つ
つ

句
作
も
し
た。
或
時
は
月
見
を
し、
又
あ
る
時
は
芭
蕉
を
探
貨
も
し
た。
今

年
も
陰
麻
十
月
十
二
日、
深
川
芭
蕉
庵
を
し
の
ん
で
句
会
を
し
た。
去
来
や

其
角、
曽
良
や
許
六、
多
く
の
門
弟
が
野
菜
を
持
ち
寄
っ
て
は
師
の
た
め
に

馳
走
を
し
た：．。
数
百
年
の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
さ
か
の
ほ
り、
海
凪
の
吹

き
つ
け
る
寒
い
深
川
の
明
け
咋
れ
を
私
も
門
弟
に
加
わ
っ
て
思
い
起
こ
し
て

ヽ
•jo
L"

t
 ②

新
免
十
五
坊
(-
八
七
九
ー一
九
四ー
）

明
治
三
十
年
初
頭
の
「
＊
ト
ト
ギ
ス」
全
国一
貌
表
に
岡
山
で
唯一
名
彼

の
名
が
載っ
て
い
る。
新
免
睦
之
介
が
本
名、
大
原
町
川
上
に
明
治
十
二
年

に
生
ま
れ
る。
医
者
を
志
し
上
京、
三
十一
年
子
規
と
初
対
而、
一
旦
帰
郷

又
柑
上
京
し
て
子
脱
と
行
動
を
共
に
す。
三
十
三
年
ご
ろ
111
梨
県
で
医
学
と

上

村

敦

之
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．

並
行
し
て
句
作
を
指
禅、
三
十
八
年
佐
用
町
藤
木
某
と
結
婚、
そ
の
地
で
小

学
校
教
師
へ。
更
に

細涎
で
校
長
へ
昇
進、
後
退
駿、
昭
和
十一
年
以
後
は

郎
里
の
俳
虹
を
指
導。

衷
庭
の
池
に
水
な
し
み
そ
さ
ざ
い

み
そ
さ
ざ
い
は
大
体
山
中
に
住
む
が
時
折
里
に
出
て
は
水
を
す
く
い
飲
む

の
を
見
か
け
る•
小
型
で
全
身
茶
色、
い
つ
も
身
体
を
動
か
し
非
常
に
美
し

い
声
で
陥
く。
こ
の
句
で
は、

箪
者
の
炎
庭
の
池
に
殆
ど
水
が
な
い
状
態
だ

が、
よ
く
見
て
い
る
と、
み
そ
さ
ざ
い
が
笑
店
を
あ
げ
つ
つ
俯
か
の
水
に
頻

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
様
を
写
実
化
し
て
い
る。

③

大
谷
是
空
（一
八
六
七
ー一
九
三
九）

明
治
俳
惜
史
研
究
家
k
氏
は
子
規
の
親
交
家
中、
上
位
四
位
に
受
信
者
と

し
て
大
谷
氏
を
挙
げ
て
い
る。
是
空
本
名
柱
治
郎
は
脱
応
三
年
現
津
山
市
山

北
に
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た。
小
卒
後
上
京、
後
の
一
ヤ回
に
進
み
そ
こ
で
二

十
年
前
後
子
規
よ
り
弛
引
な

俳句
入
門
を
口
説
か
れ
た。
是
空
は
俳
人
と
し

て
業
級
は
殆
ど
な
い
が、
明
治
二
十
九
年
津
山
刊
行
の
「
是
空
俳
話」
は
県

下
初
の
俳
句
評
論
と
し
て
評
価
さ
れ
る。
昭
和
十
四
年、
七
十
七
才
歿、

東

．

京
谷
中
に
馳
葬。

高
い
塀
低
い
塀
あ
る
桜
か
な

都
会
の
栄
邸
で
長
い
長
い
塀
が
あ
る。
あ
る
所
で
は
桜
の
枝
が
大
き
く
顔

を
出
し、

他
の
所
で
は
全
く
頗
を
見
せ
ず、

紅
白
の
美
し
い
枝
の
見
事
さ
を

述
想
さ
す。
津
山
の
紐
山
の
桜
あ
た
り
も
そ
の
数
四
千
本
に
及
ぶ
と
壮
罷
な

石
垣
よ
り
更
に
枝
を
延
ば
す
も
の、
逆
に
数
年
前
に
植
樹
し
た
地
表
に
近
い

も
の
も
あ
る。

桜
の
栄
旅
さ
と`

そ
の
高
低
に
関
述
し
て、
紅
白
の
桜
の
実
体
と
幻
想
が

読
み
込
ま
れ
て
い
て
写
災
句
と
し
て

句柄
の
大
き
い
佳
句
と
い
え
よ
う。

④

妹
尾
雨
燈
(-
八
七
四
ー一
九
四
六）

撤
底
し
て
涼
削
で
子
規
の
教
え
を
乞
う
た
逸
材
で
あ
る。
本
名
吟一
郎、

現
井
原
氏
の
泊
造
家
の
長
男
と
し
て
明
治
七
年
正
月
に
生
ま
れ
る。
岡
山
中

学
中
退
後、
主
と
し
て
沫
削
で
祁
芸
道
に
梢
進
す
る。
国
冊、
和
歌、
淡
文、

俳
句、
拇
記、

柔
辺、
南
画、
生

花等
々
で
あ
る。
俳
句
は
岡
山
県
に
落
桁

会
を
組
織、

指
禅
五
十
年
に
及
ん
だ。
昭
和
二
十一
年
四
月
死
歿゚

肛
掛
け
て
注
述
に
栄
え
あ
り
砥
の
上

・

戦
前、
戟
後
も
二
十
年
代
ま
で
は
各
戸
と
に
カ
マ
ド
が
あ
り、
主
食、
刑

企
と
も
専
ら
こ
れ
に
頼
っ
た。
ガ
ス
・
爾
気
の
時
代
に
な
っ
て
便
利
に
は

な
っ
た、
食
物
の
製
作
へ
の
謝
恩
の
気
持
ち
は
中
年
以
下
の
枇
代
に
は
乏
し

く
な
っ
た。
戦
後
は
町
中
で
も
家
の
す
ぺ
て
の
所
に
神
が
祀
っ
て
あ
っ
た。

中
で
も
カ
マ
ド
の
上
の
荒
神
様
は
最
も
崇
め
ら
れ
た。
正
月
が
近
づ
き
カ
マ

ド
に
は
無
論
注
述
が
か
け
て
あ
る
が、
「（
め
で）

網
そ
こ
に
供
え
ら
れ
て
シ

メ
が一
段
と
栄
光
を
ま
し
た。
「
ー
て
ー
り
ー
え
J

の
リ
ズ
ム
は
円
沿
で
あ

る。

⑤

志
田

索琴＇
（一
八
七
六
ー一
九
雙ハ）

県
人
で
な
く
長
く
六
高
教
官
と
し
て
俳
界
に
あ
っ
た
人
で
あ
る。
用
治
九

年
窟
111
貼
に
生
ま
れ
寺
の
息
女
志
田
氏
と
結
婚
改
姓
し
た。
六
ャ9
に
は
明
治

四
十一
年
沼
任、
六
閥
教
授
六
人
で
六
六
会
を
組
織
し
た。
内
田
百
閲、
凩
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•
島
次
郎
ら
も
指
導
し
た。
大
正
初
期
に
は
「
淋
し
い
彼
が
山
茶
花
に
来
て

．
黙
っ
て
去
っ
た
よ」
な
ど
の
新
傾
向
に
も
な
じ
ん
だ。
大
正
末、
成
欧
高、

束
大
瀦
師
に
な
り、
昭
和
七
年
「
東
炎」
に
門
下
を
参
集
し
た。
一
方、
芭

蕉
研
究
で
最
初
の
文
拇
と
な
っ
た。
遥
豚
に
は
「
山
萩」
刊
行。
昭
和
二
十

一
年
窟
山
の
親
戚
で
病
歿
し
た。
そ
の
図
術
五
千
冊
は
富
山
県
に
寄
付
さ
れ

こ
。
t

 

木
の
股
に
薪
懸
け
枯
ら
す
冬
来
た
り

一
読
句
意
は
明
ら
か
だ
が、
木
の
股
と
い
う
股
す
ぺ
て
に
薪
を
骰
い
て
枯

ら
す
と
い
う
冬
寒
の
風
情
が
冬
の
季
節
感
を
非
常
に
リ
ア
ル
に
描
い
て
い
る。

木
の
股
も
薪
も
自
然
の
営
為
で、
そ
れ
を
乾
き
切
る
と
い
う
所
に
冬
と
い
う

冷
凍
の
事
象
が
適
確
に
出
て
い
る。

⑥

吉
田
寸
草
(-
八
八
ニ
ー一
九
六
五）

．

明
治
十
五
年一
月、
岡
山
市
政
津
に
吉
田
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る。

岡

中ー
六
高
ー
東
大
シ
ナ
文
に
進
む。
明
治
末
六
裔
国
漢
講
師
へ。
（
大
正

八
年
教
授
へ、
以
後
四
十
数
年
在
職）、
戦
中
再
び
窮
師
戦
後
も
継
続、
昭

和
三
十
年
退
磁。
俳
句
は
六
六
会
の一
員、
素
琴
に
師
事。
「
懸
葵」
か
ら

「
束
炎」
へ、
「
唐
辛
子」
の
選
句
し、
戦
後
内
藤
吐
と
「
早
蕨」
で
活
糀、

三
十
八
年
句
集
「
康
薇」
刊。
人
物
は
淡
々
と
し
て
風
飢
あ
り
淡
学
者
的
風

飢
を
持っ
た。
四
十一
年
三
月
歿、
西
大
寺
広
谷
の
寺
に
非
る。

土
砂
降
り
の
あ
と
し
づ
か
な
る
猥
あ
り
＜

溺
辺
近
い
別
荘
地
か、
地
軸
を
揺
る
が
す
よ
う
な
栄
雨
が
降っ
た。
し
か

し
そ
れ
も一二
十
分
程
で
あ
と
は
か
ら
り
と
秋
天
が
昭
れ
上
っ
た。
家
の一
洒

に
割
と
広
い
砂
地
が
あ
る。
見
る
と
朱
の
色
も
濃
い
い
平
家
緊
が
先
程
の
大

雨
の
た
め
出
来
た
砂
地
の
凸
凹
を
乗
り
越
え
祈
を
目
指
し
て
闘
歩
し
て
い
く。

動
中
静、
喧
後

閑ー
こ
れ
ら
の
異
種
の
静
動
界
を
見
事
に
泊
写
し
て
い
る。

「
し
づ
か
な
る」
の
形
容
が
傑
出
し
た。

⑦

大
森
桐
明．（一
八
九
九
ー一
九
四一）

と
、

明
治
三
十
二
年
三
月
岡
山
で
大
森
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
る。
本
名
留

郎、
六

高|束
大
工
学
部
卒
後、
東
京
毛
織
入
社、
後、
福
井
高
エ、
一
高

講
師
な
ど
に
就
く。
俳
句、
六
甜
時
代
紫
琴
の
指
荘
を
受
け、
「
懸
葵・
前

盤
木」
で
新
進
作
家
と
し
て
文
名
あ
が
る。
後`
「
耶
上」
の
同
人
に
な
り、

又
多
く
の
俳
術
を
出
し
た。
更
に
素
翠＇
の
「

東炎」
刊
行
時、
吐
天
と
共
に

双
殷
と
し
て
活
躍
し
た。
十
五
年
句
集
「
洲
原」
を
出
し、
翌
十
六
年、
四

十
三
で
歿
し
た。
そ
の
逍
体
は
岡
山
よ
り
小
平
市
の
盆
園
に
限
る。、
彼
の
句

は
知
性
に
裏
づ
け
ら
れ
た
叙
梢
詩
の
風
梢
あ
り。

柑
く
ぺ
に
起
き
て
夜
明
け
つ
時
鳥

杓
子
岳
縦
走
黒
部
祖
母
谷
温
泉
に
下
り一
泊
と
あ
る。
近
代
的
な
温
泉
宿

で
な
く、
山
小
屈、
ヒ
ュ
ッ
テ
の
た
ぐ
い
の
仮
寝。
代
り
代
り
に、
炉
に
桁

を
く
べ
暖
気
を
取
る。
雉
者
の
番
が
米
て、
五
時
前
当
た
り
か
梢
を
し
っ
か

り
く
べ
た。
丁
度
夜
が
白
ん
で、
樹
間
を
紐っ
て
時
烏
が
暁
の
第一
声
を

放っ
た。
「
＜
ぶ、
（
夜）
明
る
＜、
（
時
烏）
暗
く
の
述
動
が
絶
佳゚

⑧

福
武
枯
木
(-
八
八
六
ー一
九
六
九）

戦
前
の
朝
日
の
中
等
野
球
の
歌
の
作
詞
者。
明
治
十
九
年
現
矢
掛
町
横
谷

の
福
武
家
の
艮
男
と
し
て
生
ま
れ
た。
神
宮
也
学
館
卒
業、
大
正
三
年
母
校
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岡
山
中
に
赴
任、
「
丘
上
会」
と
い
う
句
会
を
作
り、
索
琴、
乙
字
に
師
事

（
岡
山
に
枯
木
あ
り）
と
評
さ
れ
た。
大
正
十
四
年
吉
田
冬
菜
の
「
船
祭」

創
刊
に
同
人
と
し
て
加
わ
り、
x
「
学
上・
東
炎」
に
も
加
わ
っ
た。
大
正

末
よ
り
昭
和
に
か
け
て
要・
父
を
喪
い、
帰
郷
そ
の
後
四
十
年
自
適、
(「
m

辛
子」
の
選
句
に
も
当
た
っ
た
が）
四
十
四
年
八
十
四
オ
で
死
す。
そ
の
句

風
は
温
躯、
平111
雅
で
あ
る。

夕
囮
ど
ち
ら
向
い
て
も
山
ば
か
り
（
退
駿
し
て
故
郷
に
帰
る
と
前
屯
lJ

き）＇
自
分
に
も

若年
期
に
は
大
志
あ
り、
エ
リ
ー
ト
中
学
教
師、
多
く
の
俳

句
結
社
の
中
軸
等
芸
術
学
術
遥
劾
に
全
力
を
尽
く
し
て
き
た
が
今
す
ぺ
て
を

拾
て
去
り
故
山
に
帰っ
て
き
た。
一
日
畔
に
座
っ
て
あ
た
り
を
眺
め
る
と
タ

も
や
か
す
み、
宵
灯
赤
灯
な
ど―
つ
も
見
え
ず
視
野
に
入
る
の
は
山
又
山
で

あ
る。
平
易
だ
が
出
色
の
心

培局
で
あ
る。

・
い
み
つ

⑨

笠
井
栖
乙
(-
八
八
八
ー
歿
か

）

明
治
二
十一
年
莉
松
町
で
笠
井
家
の一
人
息
子
と
し
て
生
ま
れ
本
名
誠一
。

関
中、
国
学
院
大
を
経
て、
次
の
諸
校
に
赴
任、
岡
中・
丸
亀
中・
三
次
高

女
等。
二
十
四

年ー
ニ
十
九
年
関
窃
校
長。
自
適
の
中
八
十
過
ぐ。

俳
句、
父
の
影
野
も
あ
っ
た
が、
岡
中
丘
上
会
で
索

”令栢
祁
以
降
で
あ
る。

枯
木
と
五
十
年
の
親
交
を
結
ん
だ。
更
に
「
懸
葵・
常
盤
木」
の
爪
飢
と
な

り、
「
石
楠」
に
も
投
句、
又
「
七
味
紗」
選
者、
「
東
炎」
に
も
参
加、
戦

後
「
光
茫」
選
者、
二
十
九
年
「
陣
山
抄」
に
自
作
を
収
め
た。
句
に
は
夏

の
も
の
多
く
ロ
マ
ン
的
梢
趣
が
溢
い
い。

西
昭
れ
て
鈴
匪
は
荘
る
る
花
菜
か
な

岐
阜
中
在
戦
の
頃
の
句
で
も
あ
ろ
う
か、
西
方
は
ま
だ
残
照
が
明
る
＜
蒼

空
も
望
め
る、
し
か
し、
鈴
随
の
窃
蜂
は
日
光
も
う
す
れ
早
雑
色
が
沿
い
い。

鈴
施
の
望
め
る
こ
の
利
脱
に
は
菜
の
花
が一
面
に
咲
き、
昭
色
と
竹布
色
の
は

ざ
ま
に一
大
パ
ノ
ラ
マ
を
呈
し
て
い
る。
初
中
下
の
展
望
が
視
悦
的
把
拙
に

宮
み、
リ
ズ
ミ
カ
ル
の
句
の
中
で
も
傑
出
し
た一
句
で
あ
る。

⑩

辻

波
雨
(-
八
八
五
ー
歿
か

）

．

小
柄
大
戸
ず
ば
り
呼
号
す
る
名
物
男、
大
人
辻
は
明
治
十
七
年
岡
山
市
三

股
に
生
ま
れ
た。
本
名
正
士
郎、
高
山
歯
科
医
院
を
出
て、
四
十
年
船
郷
開

栗。
「
無
念
五
句
集」
と
い
う
句
集
を
蛇
笏
ら
の
支
援
も
得
て
出
し
た。
も

と
ホ
ト
ト
ギ
ス
系
だ
か、
反
骨
性
は
す
ぺ
て
の
局
面
に
表
れ
た。
昭
和
初
年、

岡
山lmが
で
前
後
に
な
い
全
国
的
規
校
を
も
っ
た
俳
誌
「
間
の
花」
を
刊
行
し

た。
又
格
旅
と
の
親
交
は
深
く、
戦
中
こ
の
主
宰
誌
は
中
断、
以
後、
柑
科

俳
界
い
ず
れ
も
最
長
老
と
し
て
不
屈
の
道
を
邁
進
し
て
い
る。

呑
暁
の
固
丁
鶴
を
放
ち
け
り

春
の
収、
動
物
園
で
あ
ろ
う、
園
丁
が
も
う
永
年
よ
く
な
じ
ん
だ
鉗
郎
を

さ
く
外
に
放っ
た
こ
と
だ。
一
年
中
狭
い
お
り
で
飼
わ
れ
て
い
る
約、
在
暁、

5
が

間
団
に
は
ま
だ
間
が
あ
る。
放
し
て
も
空
高
く
飛
翔
す
る
性
は
も
う
持
た
な

い。
園
丁
の
手
足
が
鶴
の
猥
と
肢
と
完
全
に
岡
利
し
て
い
る。
飼
島
へ
の
愛

梢
が
句
全
体
を
お
お
い、
白
暁
と
白
約
が
見
丁
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る。

自
頑
の
淡
栢
と
切
れ
字
「
け
り」
が
見
事
に
磁
和
し
て
い
る。

⑪

多
田
ニ
タ
居・(-
八
八
七
ー
歿
か

）

柔
逍
三
段
ーInが
下一
、
都
々
逸
の
名
手、
文
武
両
追
で
あ
る。
明
治
二
十
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年、
岡
山
市
二
日
市
に
横
山
姓
で
生
ま
れ、
後
多
田
姓
と
な
る。
明
大
卒。

・・
俳
句
は
格
堂
門、
元
来
＊
ト
ト
ギ
ス
系、
「
自
退
俳
句・
日
本
俳
句
紗」

に
投
句。
昭
和
に
入
る
と
「
ゆ
く
春」
「
岡
山
ゆ
く
春
俳
句
会」
で
躍
動。

滋
雨
と
の
親
交
も
六
十
布
余
年
で
あ
る。

し
ら
波
の
間
に
き
そ
へ
る
踊
か
な

笠
岡
市
に
屈
す
る
白
石
島
の
熊
形
文
化
財
「
白
石
踊
り」
を
述
想
し
た
い。

・
「
し
ら
波」
と
「
間」、
「
rnl」
と
「
踊
り」
が
そ
れ
ぞ
れ
述
弾
し
て
い
る。

渚
に
寄
せ
る
白
波、
そ
れ
は
月
な
き
夜
の
間
と
対
照
し
て
い
る。
と
こ
ろ
が

ぬ
ば
玉
の
問
に
浮
か
ぴ
上
る
物
が
あ
る。
そ
れ
は
若
い
未
婚
者、
人
要
の
し

u
¥

ら
じ
ら
と
浮
か
ぶ
頻
や
腔
で
あ
る。
白
波・
踊
り
の
連
動
性
月
な
き
間
の
静

閑
性、
「
お
ど
り
が
間
に
き
そ
ふ」
と
い
う
超
個
性
的
表
現
が、
こ
の
句
を

孤
島
の
お
ど
り
の
持
つ
叙
梢
性・
哀
愁
を
波
音
と
共
に
表
現
し
て
い
る。

⑫

中
塚一
碧
挫
（一
八
八
六
ー一
九
四
六）

名
は
直
三、
明
治
二
十
年
王
島
に、
製
塩
業
社
の
四
男
に
生
ま
れ
る。
早

大
に
巡
み
同
じ
下
宿
に
蛇
笏
が
い
て
親
交、
後
中
退。
凹
十一
年
「
日
本
俳

句」
の
咎
頭
句
を
節
り
日
本
的
存
在
と
なっ
た。
翌
年
碧
梧
桐
と
二
十
日
間

の
俳
三
味
を
す
る。
四
十＝一
年
愁
楼
氏
と
十
五
日
問
の
俳
三
味
を
し、
こ
の

間
「
自
選
俳
句」
刊
行、
四
十
四
年
早
大
に
復
学、
「
試
作」
に
よ
り
自
由

律
俳
句
述
動
皿
始、
大
正
二
年
「
は
か
ぐ
ら」
刊、
以
後
「
海
紅•
第
二
句

集」、
大
正
末
年
よ
り
「
朝・
多
庶
川・
芝
生・
一
碧
楼一
千
句
集」
を
出

し
た。
昭
和
二
十一
年、
東
京
で
五
十
九
オ
で
歿
し
た。

紫
ば
か
り
の
朝
脈
が
咲
く
工
場
住
ひ
よ

工
場
の
寄
宿
舎
住
居、
棟
割
長
屋
で
二
階
の
小
部
屈
が
数
十
至
絞
く。
仕

事
の
内
容
も
単
純
な
手
エ
楊
で
澗
い
は
な
い。
さ
て
窓
を
利
用
し
て
日
避
け

を
か
ね
て
朝
頗
を
作
り
紐
で
粁
先
に
這
わ
す
の
だ
が、
ど
う
し
た
わ
け
か
ど

の
家
の
花
も
皆
紫
色
で
白・
紅
の
花
は
全
く
な
い。
嵩
貨
な
色
だ
が
飾
や
か

な
ピ
ン
ク
が
少
し
は
ほ
し
い。
明
る
さ
華
や
か
さ
の
な
い
生
活
を
紫
朝
額
の

我
目
に
託
す。

た

だ

ふ

⑬

中
塚
太
々
夫
(-
八
八
ニ
ー
歿
か

）
た
N」*

明
治
十
六
年、
一
愁
棲
の
兄
に
生
ま
れ
た。
均
雄
が
本
名、
早
大
中
退、

岡
山
市
内
山
下
に
開
業。
「
無
会
五
句
集・
乱
礁
会

：水
曜
会」
と
巡
展。

中
塚一
塚
拙
が
平
民
新
開
読
者
の
関
係
も
あ
っ
て
プ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ

て
い
た。
更
に
俳
句
は
「
第一
作・
試
作・
海
紅」
と
進
ん
だ。
晩
年
は
定

型
自
由
律
に
捉
わ
れ
ず
悠
々
た
る
天
地
を
傘
寿
を
越
え
て
歩
ん
で
い
る。

平
め
る
が
ふ
と
悲
し
霧
の
厨
ロ

あ
た
り
は
茫
々
た
る一
面
の
霧
界
で
あ
る。
農
村
で
農
家
が
あ
ち
こ
ち
に

点
在
し
て
い
る。
居
間
や
台
所
の
衷
は
小
川
が
流
れ
て
い
る。
そ
の
小
川
を

眺
め
て
い
る
私。
屈
具
や
野
菜
を
何
時
も
洗
う
小
川
だ
が、
今
の
自
分
は
妊

堡ニ
ヶ
月
と
医
者
か
ら
伝
え
ら
れ
た
ば
か
り。
昨
年
嫁
入
り
し
て
き
た
私
が、

間
も
な
く
人
要
と
な
る。
服
の
中
に
新
し
い
生
命
が
宿
り
つ
つ
あ
る。
無
心

に
流
れ
る
水、
行
雲
流
水
に
変
わ
り
は
な
い
が、
母
胎
に
変
ぜ
ん
と
し
て
い

る
私
の
廻
り
を一
種
衰
隣
を
幣
ぴ
た
風
が
吹
き
込
ぎ
て
い
っ
た。

e

 

⑭

中
塚
卿
也
(-
八
八
八
ー一
九
四
五）

明
治
二
十一
年
玉
島
町
に
生
ま
れ
た。
本
名
謹
太
郎、
一
碧
楼
の
妹
を
痰
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に
し
た。

俳
句
は
岡
中
時
代
に
始
め
る。

四
十
年
代
に
は
一

碧
楼
と
共
に
時

代
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
観
が
あ
っ
た
。

四
十
三
年
上
京
と
共
に
中
絶、

大
正
凶

年
に
柑
起、

そ
の
後
中
絶、

そ
し
て
昭
和
十
年
三
度
文
坦
復
起。

そ
れ
は
定

型
句
集
「
渚」。

結
局、

新
傾
向
時
代
に
咲
き
散
っ
た
才
能
逃
か
な
一

俳
人

だ
っ
た。

戦
時
中、

野
心
の
た
め
大
陸
を
流
浪
し
た
が
実
ら
ず、

終
戦
の
五

月
汎
迷
の
枇
を
去
っ
た。

五
十
八
オ
で
あ
る。

雨
の
花
好
米
し
が
母
屈
に
長
居
せ
り

菜
の
花
・
レ
ン
ゲ
等
カ
ラ
フ
ル
な
花
野
に
い
て、

急
な
碩
に
遭
い
、

あ
わ

て
て
知
人
の
家
に
転
が
り
こ
ん
だ。

と
こ
ろ
が
雨
脚
は
長
く
し
ぶ
と
く
そ
の

家
の
母
固
に
丑
屈
し
つ
つ
お
邪
腐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
ー
来
し
が」

の

「
が
」

は
逆
接
で
下
の
句
に
心
な
ら
ず
も
長
い
滞
留
と
な
っ
た
と
い
う
迷
惑

へ
の
謝
辞、

に
つ
な
が
り、

叙
欺
か
ら
叙
梢
へ
の
推
移
が
巧
み
だ。

⑮

中
塚
水
仙
能
(
-

八
九
0
|
歿
か

）

．

中
塚
一

門
の
俳
人、

明
治
末
よ
り
大
正
初
に
か
け
活
躍、

明
治
二
十
三
年

玉
島
に
生
ま
れ
る。

岡
中
よ
り
典
椋
館
に
転
校
す
る
も
中
退。

四
十
三
年
玉

島
俳
三
昧
に
出
席。

更
に
「
日
本
俳
句
，

蝸
牛
•

海
紅」

に
投
句、

大
正
中

1
昭
和
初
ま
で
休
俳、

戦
後
「
唸
母」

に
よ
り
定
型
に
復
焔、

そ
の
後
は
さ

し
た
る
活
蹄
な
く、

宗
教
誌
に
定
塑
句
を
の
せ
て
い
る。

．

品
兄
と
逍
骨
拾
ふ
日
梨
花
脊
し

．

長
兄
と
逍
骨
を
拾
う
日、

た
ま
た
ま
晩
春
四
五
月
頃
で
梨
の
小
さ
く
白
い

花
が
一

面
に
目
に
し
み
る。

逍
族
で
葬
式
を
し
焼
場
で
骨
拾
い
を
す
る、

こ

れ
は
血
族
と
し
て
最
大
の
悲
愁
で
あ
ろ
う。
一

方
嘱
目
と
し
て
梨
の
花
を
よ

む
こ
と
に
よ
り、

こ
の
花
が
祉
旅
な
紅
・

朱
の
花
と
ち
が
っ
て
小
さ
く
目
立

た
ぬ
白
い
花
に
よ
っ
て
挽
歌
に
当
た
る
悲
哀
句
と
し
て
秀
逸
な
も
の
と
い
え

る。
「
ー
と
ー
ひ
ー
し」

繋
辞、

副
洞
（
日
時）
、

形
容
終
止。

全
体
を
通
じ

て
格
閣
窃
い
す
ぐ
れ
た
哀
歌
で
あ
る
。

·

⑯

井
出
台
水
(-

八
六
五
ー一

九
五
0)

陸
軍
主
計
中
将
井
出
氏
は
脱
応
元
年
熊
山
町
に
二
男
と
し
て
生
ま
れ
る。

本
名
治、

明
治
十
九
年
陸
士
卒
以
降
半
歴
続
き
大
正
六
年
実
業
界
に
入
る。

俳
句
は
幼
く
し
て
始
め
た
が
日
甜
戦
中
ホ
ト
ト
ギ
ス
等
に
投
句、

明
治
四
十

一

年
東
京
で
拍
車
会、

久
留
米
で
篠
山
会、

後
恐
氏
の
指
源
で
「
海
紅」
へ
。

大
正
期
朝
鮮
で
句
会
も。

十
年
滋
州
で
ア
カ
シ
ヤ
会
を、

十
三
年
「
海
紅」

を
脱
退、
「
m仁
・

三
昧」

へ
入
会。

以
後
硲
氏
と
ル
ピ
俳
句
を。

昭
和
八
年

「
紀
元
・

白
塔、

十
五
年、

新
日
本
俳
句
協
会」

起
り
「
白
塔」

代
表
と
し

て
入
会。

個
人
句
集
に
「
台
水
句
胸」

そ
の
他
が
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年、

八
十
四
オ
で
歿
す。

一

人
甲
板
に
降
を
油
け
て
荷
役
の
音
を
開
く

満
州
行
の
舟
行
の
心
象
風
尿
が、

高
級
軍
人
と
し
て
陽
の
当
た
る
楊
所
に

い
て
当
然
だ
ろ
う
か、

所
が
こ
の
句
で
は
多
く
の
戦
友
の
群
よ
り
孤
独
な
位

悩
に
自
分
を
硲
き、

陽
も
さ
け
恐
ら
く
第
三
国
人
が
黙
々
と
背
中
に
煎
い
荷

を
戟
せ
本
柏
の
し
な
る
音、

祖
悪
な
靴
の
踏
み
音
を
皿
い
て
い
る。

戦
争
へ

の
和
極
的
な
構
え
を
よ
ん
だ
限
戦
歌
風
な
孤
独
吟
で
あ
る。

よ
し

⑰

妹
尾
芙
雄
(
-

八
九
ニ
ー一

九
四
九）

生
涯
一

硲
楼
と
行
動
を
共
に
し
た
美
雄
は
明
治
二
十
五
年
真
鉗
町
に
長
男
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•

と
し
て
生
ま
れ
た。

早
大
理
工
学
部
卒
業
後、
一

愁
楼
の
俳
動
に
参
加、

「
試
作
・

節
一

作」

に
参
加。
（
裏
面
史
だ
が〉

耽
美
・

官
能
の
世
界
に
も

没
っ
た。．
「
海
紅」

に
も
参
加、

選
句、

添
削
で
後
進
を
指
導
し
た。

世
渡

り
は
頗
る
下
手
だ
っ
た
。

や
っ
と
鉄
道
の
砲
工
に
な
れ
た。

美
雄
は
一

生
句

帖
を
持
た
ず
専
ら
俳
道
に
専
念
し
た。

昭
和
四
年
伊
豆
海
岸
で
波
に
呑
ま
れ

生
涯
を
終
わ
っ
た。

か
た
ぴ
ら
の
浩
物
一

頻
あ
り
母
老
い
て
あ
り

四
十
過
ぎ
に
や
っ
と
笥
エ
と
い
う
定
駿
に
就
き、

そ
の
前
後
定
職
な
く、

一

碧
楼
と
共
に
遊
沿
三
昧、

下
級
の
遊
女
と
多
く
な
じ
ん
だ。

戯
粟
も
な
く

放
泄
三
味
で
は
沿
る
物
と
て
数
少
な
く
な
る
の
は
当
然
だ。

合
わ
せ
で
な
く

か
た
ぴ
ら
の
沼
物
が
一

枚
あ
る
の
み、

し
か
も
母
は
老
い、

嬰
は
白
く、

食

う
に
た
な
く、

孝
疫
の
か
け
ら
も
出
来
ぬ
。

自
由
律
で、

初
五、

中
九、

下

七
で
字
余
り
多
く、

俗
謡
甜
の
悲
句
で
あ
る。

⑱

西
束
三
鬼
（
一

九
0
0
ー
一

九
六
二）

i

二
鬼、

京
藉
敬
直
は
明
治
三
十
三
年
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た。

日
本
歯
科

医
導
辛、

三
年
海
外
よ
り
帰
国、

大
森
で
開
業、

八
年
神
田
共
立
病
院
に
就

臓、

九
年
「
京
大
俳
句」

に
参
加、

新
典
俳
句
巡
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る。

十
年
篠
原
臥
作
の
「
傘
火」

の
選
者
と
な
る
。

同
年
結
核
韮
く
「
水
枕
ガ
パ

リ
と．．．
 
」

を
作
る。

十
三
年
大
息
の
た
め
廃
業、

十
五
年
祁
一

句
集
「
旗」

刊。

弾
圧
も
深
ま
り
「
京
俳」

所
屈
で
特
祁
に
よ
り
弾
圧、

後
猶
予。

二
十

二
年
波
郷
ら
と
「
現
代
俳
句
協
会」

を
作
る。

又
菩
子
を
動
か
し
「
天
狼」

創
刊、

以
下、
「
夜
の
桃、

今
日、

変
身」

を
刊
行。

二
十
七
年
「
断
庄」

で
後
身
指
沼、

三
十
七
年
胃
癌
で
逝
去、

津
山
市
成
辺
寺
に
眠
る。
「
哲
策

の
邸
術
師
Jo

枯
迎
の
う
ご
く
時
き
て
み
な
う
ご
く

緑、

紅
一

切
の
色
彩
な
く、

枯
渇
そ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
述
が
生
動
の
時

め
ぐ
り
来
っ
て、

菜
に
芽
を
出
し
春
沼
に
の
っ
て
存
の
生
吹
き
を
始
め
た。

「
動
く
時
米
て
ー
み
な
動
く」

の
表
現
は、

春
季
生
動
を
把
趾
し
た
も
の
で

不
易
句
の
典
型
で
あ
る。

⑲

塚
原
夜
湖
（
一

九
0
0
ー
一

九
四
三）

よ
し

ゎ

•

明
治
三
十
三
年
笠
岡
市
に
生
ま
れ
た。

長
男
で
禎
男
が
本
名。

大
正
＋
＝―

年
呉
海
軍
工
廠
に
就
駿、

病
弱
に
俳
句
へ
の
情
勢
を
頼
け
た。

呉
に
入
る
と

呉
の
全
俳
坦
に
接
触
し
た
。

昭
和
二
年
水
原
秋
桜
子
に
領
倒、

六
年
「
馬
酔

木」

の
同
人
と
な
っ
た。

九
年
「
渦
潮」

を
創
刊、

忽
ち
雄
城、

白
虹、

静

塔
ら
の
加
入
を
見
た
。

十
四
年、

九
姐
美
術
協
会
を
創
立、

十
七
年
「
渦
潮

百
号
を
期
に
廃
刊、

翌
十
八
年
死
す。

四
十
四
オ。

晩
年
は
秋
桜
子
よ
り
晋

子
風
の
方
に
傾
い
た。

夕
鴨
の
銃
声
ゃ
父
子
の
梢
淡
＜

籾
狩
り
に
行
っ
た
。

陽
も
西
に
傾
い
て
勁
も
寝
ぐ
ら
に
帰
る
か、

芹
ゃ
郊

の
菜
末
を
か
す
め
て
低
く
飛
ん
で
行
く。

烏
を
ね
ら
っ
て
放
っ
た
親
子
の
銃

ロ、

父
子
は
余
り
距
雌
を
お
か
ず
銃
を
構
え
て
い
る
の
だ
が、

必
ず
し
も
親

子
の
心
情
が
腋
和
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

生
類
を
殺
そ
う
す
る
親
子、

そ
の
殺
子
の
B
甜
生
活
で
の
梢
愛
が
附
て
が
ち
ー。

テ
ー
マ
、

表
現
（
ー
の

ー
や
ー
の
I
く）

と
も
非
常
に
洗
純
さ
れ
た
佳
吟
で
あ
る。
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武
定
臣
口
(-
八
八
三
ー一
九
四
二）

⑳
 

明
治
十
六
年
岡
山
市
仁
王
町
に
本
名
診
七、
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た。
銀

行
マ
ン
と
し
て
三
和
が
出
米
る
前
退
域
を
し
た。
明
治
三
十
七
年
松
瀬
秤
々

に
人
門、
終
生
「
倦
鳥」
に
拠
っ
た。
十
二
年
宵
々
歿
後
批
さ
れ
て
主
幹
に

な
り
凹
下
を
指
消
し
た。
罪
黙、
迎
吟、

様
虚
で
あ
っ
た
が、
若
年
期
の
論

戦
は
ま
こ
と
に
鋭
く
尖
物
の
温
雅
さ
に
煎
い
た
と
い
う。
晩
年
は
「
倦
烏」

そ
の
も
の
で
弱
々
し
く
十
六
年
五
十
九
で
逝
去
し
た。

大
阪
の
霜
夜
歩
か
ん
近
松
忌

近
松
忌
は
陰
暦
十一
月
二
十
六
8、
つ
ま
り
年
末
で
あ
る。
「
治
根
崎
心

中、
天
の
網
島」
等
雄
大
な
時
代
物、
男
女
の
哀
俯
浜
い
世
話
物
な
ど
今
に

歌
揖
伎、
浄
瑠
璃
に
現
代
人
の
胸
楳
を
し
ぽ
る。
大
阪
が
舞
台
の
も
の
も
多

く、
そ
の
作
中
人
物
に
身
を
託
し
て
苅
夜
の
大
阪
を
頬
か
む
り
な
ど
し
て
大

近
松
の
あ
の
作
こ
の
作
を
偲
ぴ
つ
つ
歩
い
て
み
た
い
。
文
豪
忌
は
定
家、
芭

蕉
な
ど
数
多
い
が
一
句
全
体
に
作
者
へ
の
共
感
が
横
溢
し
て
い
る。
癸
し
い

大
谷

m羞
居
(

l

八
八
五
ー一
九
五
二）

句
だ。⑪

 

．

溢
雅、
括
淡
の
人、
筆
者
は
明
治
十
八
年
津
山
市
山
北
に
生
ま
れ
た。
ニ

こ
う

男
で
本
名
浩、
明
治
末
芙
校
卒
後
中
外
商
業
新
報
社
に
入
社、
最
後
は
取
締

役
と
な
っ
た。
終
戦
時
津
山
に
疎
開。
俳
句
は
明
治
四
十
年
頃
渡
辺
水
巴
の

「
lui
水」
の
匝
飢
と
な
る。
津
山
時
代
「
山
彦」
の
選
者
も
し
た、
二
十一

・
年
水
巴
歿
後
「
rlu
水」
主
宰
と
な
る。
二
十
四
年
上
京
し
た。
二
十
六
年
に

は
「
日
経」
の
選
者
へ。
二
十
七
年
六
十
六
オ
で
死
去。
「
硲
裳
居
句
集」

と
「
大
谷
！
句
集」
が
三
十
七
年
ま
で
に
刊
行。
句
凪
は
玲
椒、
PJ
油、
温

雅、
以
然
を
特
徴
と
す
る。

頭
上
の
反
天
の
野
さ
人
つ
ま
づ
く

故
郎
の
沖
山
珀
山
公
園
の
た
た
ず
ま
い
を
述
想
す
る。
本
丸
ま
で
登
っ
て

行
く
と
夏
の
盛
り
真
許
な
奸
弯
だ。
地
上
よ
り
三
百
米
余
の
寸
9

さ
だ
け
に
そ

の
抜
け
る
よ
う
な
城
跡
よ
り
眺
め
る
パ
ノ
ラ
マ
が
支
え
る
紺
宵
の
空
に
目
＜

ら
む
感
じ
た。
人
々
も
余
り
に
も
美
し
く
吸
い
こ
ま
れ
そ
う
な
空
に
見
と
れ

て
つ
い
石
段
に
つ
ま
ず
き
よ
ろ
め
く。
七
六
六
の
自
由
律
句
だ。

平
松
措
大
（一
八
九
八
ー
歿
か）

明
治
三
十一
年
長
男
と
し
て
岡
山
市
に
生
ま
れ
る。
本
名
芳
夫、
京
大
法

学
部
を
大
正
十
三
年
卒、
山
陽
地
域
の
中
等
学
校
で
教
坦
に
立
つ。
昭
和
十

九
年
迅
殿、
同
時
に
県
下
の
駿
築
俳
人
と
な
る。
俳
句
は
京
大
時
草
城
ら
に

師
事
し
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
入
る。
大
正
末、
「
さ
ぎ
り」
を
発
行、

昭
和
七
年

十
周
年、
次
い
で
十
五
周
年
記
念
号
を
出
す、
二
十
年
岡
人
に
椎
挙。
十
七

年
「
さ
ぴ」
と
改
迩、
以
下
「
措
大
句
梨、

他
水
庵
夜
話、

第
二
措
大
句

集」
を
出
す。
三
十
四
年
匹
百
号
を
出
し
岡
山
県
文
化
伐、

笠
岡
市
文
化
功

労
者
を
受
け
る。
虚
子
の
俳
風
の
改
し
さ
を
継
承
し
た。

應^
の
狩
ば
ん
で
を
り
夕
桜

奥
津
に
つ
な
が
る
大
釣
湿
泉
付
近
に
数
多
く
見
ら
れ
る
匝
穴
は
数
百
年
の

流
石
に
よ
る
丸
く
う
が
っ
た
穴
だ。
長
年
月
の
凪
宙
を
経
て
そ
の
穴
は
芥
古

の
青
さ
で
く
ま
ど
ら
れ
て
い
る。
さ
て
そ
の
両
岸、

前
方
の
浙
応
に
ほ
の
白

い
夕
桜
が
岩
壁
を
色
ど
っ
て
い
る。
茄
古
の
造
物
主
の
え
ぐ
っ
た
こ
け
状
の
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宵
さ、

そ
れ
と
腐
fn
を
保
つ
夕
桜
の
白
彩。

嘱
目
の
美
に
満
ち
る。

・

⑬

三
木
朱
城
（
一

八
八
八
！
歿
か

）

朱
城
の
「
旭
川」

は
「
さ
ぎ
り」

と
県
下
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
二
分
し
た、

明

治
二
十
一．
年、

三
男
と
し
て
小
豆
島
に
生
ま
れ
た。

家
は
代
々
医
者
で、

本

名
修
蔵。

満
鉄
に
入
社
大
陸
に
渡
る。．
俳
句
は
少
年
期
よ
り
始
め、

満
州
で

は
「
満
州
新
間」

嗚
笞
選
に
拠
っ
た。

昭
和
九
年
＊
ト
ト
ギ
ス
同
人
に
推
裕

さ
れ、
「
平
原、

柳
釈」

等
の
選
者
に
も
な
っ
た
。

戦
後
帰
国
「
旭
川」

の

選
者
に
描
さ
れ
た。

句
集
「
ね
ぢ
あ
や
め、

柳
紫」

等°

x
「
吉
俯
路
・

双

魚
亭
雑
節」

等
を
出
版。

四
十
五
年
の
「
旭
川
雑
詠
選
集」

を
編
み
県
下
一

の
四
五
0
名
余
の
集
団
を
誇
っ
た。

四
十
四
年
県
文
化
貨
受
償。

膝
立
て
て
卒
摘
む
耳
輪
揺
れ
や
ま
ず

若
い
娘
さ
ん
へ
の
委
託
作
で
あ
ろ
う。

数
人
の
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
の
O
L
述

が
野
外
に
キ
ャ
ン
プ
に
行
き、

レ
ン
ゲ
な
ど
の
れ
を
摘
ん
で
い
る。

各
人
各

様
そ
れ
ぞ
れ
の
色
形
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
い
る。

手
が
動
き
膝
も
動
く

と
イ
ヤ
リ
ン
グ
が
妙
音
を
た
て
る。

初
五
（
主
述）
、

中
七
（
体
ti
．

主
題）
、

下
五
（
述
語）
、

情
尿
も
表
現
も
全
く
す
き
の
な
い
佳
吟
だ。

て
い

⑭

竹
久
雨
町
(
-

八
九
四
—
歿
か

）

誌
齢
四
七
六
号、
「
さ
ぎ
り」

に
次
ぐ
県
下
二
の
歴
史
を
持
つ
「
山
彦」

指
祁
者
雨
町
氏
は、

明
治
二
十
七
年
勝
央
町
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た。

本

名
幾。

津
中
中
退、

県
下
鉗
行、

信
用
金
Iin
の
長
を
経
験
し
た。

俳
句
は
幼

期
よ
り
始
め
た
が
大
正
十
四
年
「
山
陽
吟
社」

に
よ
り
「
山
彦」

を
発
刊。

昭
和
十
四
年
「
槃
栂」

支
社
結
成。

戦
後、

碧
芯
居
疎
叫
中
「
111
彦」

を
委

我、

後
「
訳
屈
J

同
人
と
な
る。

伏
見
町
の
住
居
は
全
国
よ
り
咋
名
俳
人
米

訪
し
き
り。

家
集
「
頚
賀
志
野」、

そ
の
句
は
天
衣
熊
紐
の
ナ
イ
ー
プ
な
も

の
を
秘
め
て
い
た。

黒
猫
の
子
は
焦
猫
や
寺
涼
し

高
台
に
あ
る
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
神
寺、

猫
を
困
内
で
飼
う
の
は
割
と
紐

わ
れ
る
も
の
だ
が、

こ
の
寺
で
は
母
猫
が
又
数
匹
の
子
猫
を
旅
ん
だ。

親
猫

そ
っ
く
り
の
子
猫
に
乳
を
や
り
つ
つ
一

匹
ず
つ
舌
で
ぺ
ろ
ぺ
ろ
と
な
め
て

や
っ
て
い
る。
一

陣
の
凪
が
寺
の
長
い
廊
下
を
吹
き
過
ぎ
る。

淡
彩
面
の
よ

う
な
素
材
に
初
・

中
句
に
何
と
も
い
え
ぬ
滋
味
と
諮
隙
が
あ
る。

⑮

森
本
之
棗
(
-

八
八
四
ー
歿
か

）

松
瀬
柑
々
門
の
後
淡、
「
越
船」

半
枇
紀
近
く
主
宰、

明
治
十
七
年
律
山

市
伏
見
町
に、

二
男
と
し
て
生
ま
れ、

本
名
媒
i

、

昭
和
二
十
七
年
ま
で
小

松
製
作
所
に
務
む。

俳
句
は
十
代
よ
り
ホ
ト
ト
ギ
ス、

忍
悟
桐
選
に
投
句、

明
治
三
十
四
年
府
々
の
「
宝
船」

主
宰
に
拠
っ
た。

昭
和
十
一

年
宵
々
迫
を

歩
む。

そ
の
間
昭
和
六
年
金
沢
市
の
「
紫
苑」

を
「
越
船」

と
改
題
時
主
宰

と
な
る。

昭
和
二
十
五
年
「
米
の
花」

刊。

四
十
三
年
低
退、

他
に
「
越
船

合
同
句
狼
一
・
ニ
集」

も
あ
る。

桃
李
昔
の
ま
ま
の
田
一

枚

．

北
固
風
保
で
あ
ろ
う。

ILi
あ
い
の
狭
い
栢
斜
を
利
用
し
た
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
田
が
一

枚
あ
る。

水
田
で
も
な
く
日
当
た
り
も
よ
く
な
い
。

た
だ
こ
の

田
の
脇
に
は
か
な
り
の
年
輪
を
過
し
た
桃
と
す
も
も
が
樹
皮
に
コ
ケ
を
つ
け

て
美
し
い
花
を
つ
け
て
立
っ
て
い
る。

初
五
（
五
音、

体
酋）、

中
七
（
七
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音、
体
修）、
下
五
（
五
音、
体
酋）
初
下
が
体
酋
で、
中
七
が
上
下
へ
の

繋
辞
に
な
っ
て
い
る。
荒
廃
淡
彩
の
佳
吟
だ。

．

⑯

柏
本
魚
胄
(-
八
八
六
ー一
九
五
五）

明
治
十
九
年
滋
賀
県
水
口
に、
四
男
に
生
ま
れ、
本
名
窟
三
郎、
大
正
三

年
早
台
卒
後、
倉
紡、
昭
和
十
四
年
1
終
戦
ま
で
合
同
新
間
社
社
長、
同
年

岡
山
市
長
に
な
る。
x
「
長
島
友
の
会」
会
長
に
な
る。
俳
句
は
早
大
中
嗚

古
の
指
祁
を
受
け、
昭
和
初
期
「
倉
敷
時
報」
俳
選
を
す
る。
そ
れ
以
後
は

特
に
「
倦
烏」
に
梢
進、
十
二
年
以
後
休
俳
状
態、
戦
後
「
合
同
俳
句」
の

選
者、
三
十
年
岡
山
市
内
田
屈
敷
で
逝
去、
七
十一
、
知
友
述
で
「
魚
胄
句

紗」
刊。
そ
の
俳
句
風
ー
敬
浚、
厳
粛、
脱
俗、
自
然
随
順
に
貝
か
れ
た。

吏
と
な
り
て
冬
山
に
住
む
う
つ
つ
な
る

魚
浙
氏
は、
倉
紡、
現
山
陽
新
聞、
岡
山
市
な
ど
広
い
意
味
の
官
吏
の
道

を
ほゞ
一
生
歩
ん
だ。
た
ま
た
ま
こ
の
時
は
山
中
の
会
社
官
舎
に
で
も
い
た

の
で
あ
ろ
う
か、
折
し
も
氷
宙
の
季
節
で
あ
る。
長
い
間
に
及
ん
だ
都
会
砕

ら
し、
ビ
ル
叶な
ら
し、
そ
こ
は
メ
カ
の
枇
界
で
あ
り
広
い
人
界
で
あ
っ
た。

今
数
人
の
孤
独
暮
ら
し、
岡
に
上
っ
た
魚
の
心
境
で
「
う
つ
つ」
の、
生
体

を
な
く
し
た
よ
う
な
葬
ら
し
に
茫
然
た
る
日
々
だ。

⑰

谷
口
古
杏
(-
八
八
九
ー一
九
六
八）

「
石
楠」
俳
人
で
あ
る。
明
治
二
十
二
年
津
山
市
吹
殷
町
に
長
男
と
し
て

生
ま
れ、
本
名
久
吉。
銀
行
界
に
新
聞
界
に
進
み
長
を
兼
ね
た。
三
十
七
年

岡
山

媒文
化
貨
又
津
山
市
名
巻
市
民
更
に
岡
山
市
名
巻
市
民
の
栄
に
就
く。

俳
句
は
「
石
楠」
に
骰
し、
戦
時
中
機
関
誌
「
白
道」
を
出
す。
そ
の
俳
風

は
平
明
祁
邁、
モ
ラ
ル
に
條
し
た
人
格
表
現
と
い
え
る。
又
「
岡
山
春
秋」

に
師
号
投
稲、
昭
和
四
十
三
年
歿、
枠
は
津
山
市
干
光
寺
に
あ
り、
家
集
に

「
萩
の
塚
句
集、
杏、
白
百
合、
古
備
国
原」
を
刊。
句
は
「
形
よ
り
は
命

を
重
ん
じ
た」
行
き
方
を
収
韮
し
た。

尼
寺
跡一
羽
ぎ
り
な
る
山
旭
暗
く
も

、

こ
こ
は
そ
の
昔
数
人
の
尼
俯
が
つ
つ
ま
し
く
消
孜
の
雑
ら
し
の
中
で
み
仏

に
仕
え
て
い
た
寺
跡
だ。
そ
こ
へ
ど
こ
か
ら
か
Ill
船
が一
羽
の
み
住
み
つ
い

て
く
く
く
く
と
叩
い
て、
人
や
仲
間
を
求
め
て
い
る。
初
五
（
六
音、
字
余

り）、
中
七
（
七
音、
体
修）、
下
五
（
七
音、
二
字
余
り）、
初
下
の
字
余

り
も
あ
っ
て、
清
楚
な
境
遇
と
山
梯
の
孤
独
が
磁
合
巧
み
だ。

人
人
人
人

⑱

西
村
燕
々
(-
八
七
五
ー一
九
五
六）

ほ
ゞ
半
匪
紀
岡
山
で
句
作
指
郡
と
古
俳
諧
の
発
掘
に
当
た
っ
た。
燕
々
は

明
治
八
年
大
沖
市
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る。
本
名
繁
次
郎。
大
正
初
年
来

岡
中
国
民
報
の
主
幹
と
な
る。
俳
句
は
明
治
三
十
五
年
岡
野
氏
に
入
門
「
近

江
か
ぶ
ら」
発
行。
四
十
三
年
「
裂
吊」
櫛
集、
一
恐
楼
と
の
親
交
出
米、

素
琴
と
の
交
渉
も
出
来
た。
大
正
七
年
「
キ
リ
ゴ」
刊、
自
由
律
誌
で
数
年

続
い
た。
昭
和
初
期
よ
り
「
肝
辛
子」
の
選
者
に。
十一
年
「
府
辛
子
句

集」
（
合
同
句
集）
を
出
す。
十
三
年
廃
刊。
一
方、
古
俳
諧
の
発
掘
で

「
森
々
庵
松
後・
吉
備
俳
諮
略
史」
な
ど
の
労
作
が
あ
る。

戦
後
近
江
に
帰
り
三
十一
年
歿
し
た。
大
沖
市
に
眠
る。

大
阿
蘇
に
倦
ま
ず
狸
刈
る
男
か
な

大
火
口
湖
を
中
心
に
鉄
道
通
り
宿
泊
宿
数
多
く、
ま
さ
に
阿
蘇
は
日
本一
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る
大
だ。

一
九
六
九）

．
の
草
原
を
持
っ
た
円
頼
形
の
山
岳
で
あ
る。
馬
が
お
り
人
が
お
り、
そ
れ
ら

集
団
が
煎
な
る
時
は
結
構
に
ぎ
わ
う。
所
が、
今一
人
で
究
を
背
貨
い
砲
に

刈
る
男
が．
い
る。
九
州
の
屋
根
阿
蘇
に
i

人
挑
戦
す
る
男
の
孤
独、
気
宇
聞

⑲

三
宅
消
三
郎
(-
八
九
八
ー

．

明
治
三
十一
年、
岡
山
市
西
大
寺
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る。
本
名
久
之

切
り
と
っ
て
111
た
き
花
や
夕
牡
丹

た
と{-·
b”

助、
東
大
卒
後
安
田
銀
行
に
入
る
戦
後
銀
座
に
画
商
創
立、
岡
中
頃
よ
り
洋

画へ
短
歌、
俳
句
を
学
ぶ。
俳
句
は
大
正
十一
年
虚
子
門
入
門、
秋
桜
子、

索
十
ら
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
主
流、
茉
大
俳
句
会
に
入
る。
昭
和
期
よ
り
句
カ

上
外
ー
中
堅
に
ー
遂
に
同
人
と
な
る。
又、
彼
は
美
術
評
論、
随
煎
を
也
く。

三
十
五
年
「
夕
牡
丹」
（
句
集）、
三
十
七
年
随
箪
「
春
霜
集」
を
出
し
た。

四
十
四
年
歿
す。

夕
佃
迫
る
庭
前
に
幾
重
か
の
牡
丹
が
夜
の
世
界
に
沈
も
う
と
し
て
い
る。

一
枝
切
り
取
っ
て
花
器
に
生
け
よ
う
と
し
て
い
る。
兵
紅
の
花
弁
は
切
る
に

惜
し
い。
遂
に
思
い
切
っ
て
切
る。
予
想
し
て
い
た
巫
み、
廊
批
感
が
全
く

迎
う。
そ
れ
は
両
の

常
に
ず
し
ん
と
煎
い
感
肋
だ。
初
五
（
五
音、
用

修）
中
七
（
体
酋
と
切
れ
字）
下
五
（
五
音、
主
姐）
•
初
中
二
句
が
ス
ト

レ
ー
ト
に
紐
き、
夕
色
淡
い
い
牡
丹
を
主
切
と
し
て
浮
か
ぴ
上
が
ら
す
手
腕

は
名
人
の
句
作
で
あ
る。

⑳
皿
井
旭
Ill
{i
八
七一
ー一
九
四
七）

明
治
四
年
岡
山
市
四
番
町
に
二
男
と
し
て
生
ま
れ
る。
本
名
立
三
郎。
岡

中
卒
後
医
学
を
志
し
岡
山
医
専
購
師
と
な
る
が
椎
さ
れ
大
阪
市
で
耳
外
科
の

開
業
医
と
な
る。
山
口
誓
子
が
怠
性
肺
炎
に
か
か
っ
た
時、
そ
の
首
を
侶
じ

回
復
し
た
と
い
う。
俳
句
は
大
正
末、
虚
子
に
倍
奉
し
た。
性
半
明
溢
雅、

＊
ト
ト
ギ
ス
の
巷
頓、
上
位
を
占
め
七
年
に
は
同
人
と
な
っ
た。
十
八
年

祠
川
句
集」
刊、
二
十
二
年
歿
す。
七
十
七
オ。
岡
山
市
妙
林
寺
に
葬
ら

れ
た。

ヤ
ー
し

流
れ
硲
を
つ
つ
放
し
た
る
水
馬

牒
家
の
裏
口
に
小
川
が
流
れ
る。
所
々
に
洗
い
場、
土
柏、
牧
歌
的
風
批

で
あ
る。
川
の
流
れ
は
思
い
な
し
か
緩
い。
水
中
に
は
秘
が
沢
山
浮
遊
し
て

い
る。
鯉
や
鮒
が
泌
の
中
で
戯
れ
て
い
る。
時
に
硲
は
魚
や
虫
の
活
蹄
で
切

れ
流
れ
深
と
な
る。
そ
の
近
辺
に
水
す
ま
し
が
泳
い
で
い
る。，
長
い
三
対
の

脚
そ
の
脚
で
短
く
切
れ
た
淡
を
つ
つ
放
し、
下
流
へ
と
押
し
や
る。
初
五

（
対
象）

中
七
（
述
栢）
下
五
（
主
図）
「
ー
を
＇
る
I
し」
の
流
動
惑
が

ま
こ
と
に
爽
快
で
あ
る。

ー
あ
と
が
き
ー

し
た。
御
了
肝
を
乞
う。

①
紙
而
の
関
係
で、
折
井
愚
哉
（
Wり
梁
市）
野
田
別
天
楼
（
長
船
町）
安
藤

と
り橡
而
坊
（
笠
岡
市）
細
＊
原
行
起
（
池
山
市）、
以
上
四
人
の
大
家
を
割
愛

②
三
十
名
に
つ
き
各一
句
を
選
ん
だ
が、
秀
句
に
限
っ
た
わ
け
で
な
く、
そ

の
俳
人
の
人
柄、
句
風
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
た。

③
歿
年
の
不
明
の
も
の
が
多
く
あ
り、
そ
れ
は
「
山
叫
年
鑑」
で
判
断
し
た。
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®
こ
れ
に
よ
り 、
岡
山
県
を
代
表
す
る
明
治 、
大
正 、
昭
和
四
十
年
ご
ろ
ま

で
の
俳
人
の
存
在
を
知
り 、
当
時
の
俳
風
が
あ
る
程
度
明
ら
か
と
な
る
と
111
心

う 。

（
軍＇
成
二
年一
月
二
十
日
了）

山
口
国
文
（
山
口
大
学）

山
辺
迫
（
天
理
大
学）

第
三
十
四
号

論
究
（
論
究
社）

論
究
日
本
文
学
（
立
命
館
大
学）

，
論
集
（
大
阪
椋
蔽
女
子
大
学
学
術
研
究
会）

・
和
洋
国
文
研
究
（
和
洋
女
子
大
学）

第
十
二
号

第
四
十
四
号 、
第
四
十
五
号

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
囚

文
献
ジ
ャ
ー

ナ
ル
（
宮
士
短
期
大
学
出
版
部）

文
献
探
究
（
文
献
探
究
の
会）

第
二
十
六
号

文
研
論
梨
（
専
修
大
学
大
学
院）

第
十
六
号

．
文
林
（
松
賂
女
子
学
院
大
学）

第
二
十
四
号

武
庫
川
国
文（
武
那
川
女
子
大
学
国
文
学
会）

第
三
十
四
号 、
第
三
十
五
号

百
舌
烏
国
文
（
大
阪
女
子
大
学
大
学
院）

第
十
号

野
州
国
文
学（
国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学）

第
十
三
号

論
究
（
二
松
学
舎
大
学・
佐
古
研
究
室）

第
二
十
八
号

第
二
十
九
号 、
第
三
十
号 、
第
三
十一
号

第
五
十
三
号第

二
十
七
号

第
二
十
五
号

前

号

要

目

源
氏
物
語
に
お
け
る「
身」
の
意

識ー「
中
空」
な
る
女
沼
ー

畑

元
槌
の
「
秋
非
我
術
秋」
の
典
拠
と
彩
押

鉗

「
う
た
た
ね」
と
浮
舟

劉

即グ
中
山
人
と
天
放
Ill
人
ー「

辰
巳
之
園」
の
作
者
に
関
し
て
1石

上
赤
羽

正
宗
白
瓜
の
「
徒
労」
に
お
け
る
目
の
役
割

「
石
に
ひ
し
が
れ
た
雑
れ」
小
考

ー「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル・
ソ
ナ
タ
J(
ト
ル
ス
ト
イ）
を
手
掛
り
に
ー

吉
田

俊
彦

三
島
は
な
ぜ
タ
イ
か
ー

「
幾
饒
の
海」
か
ら
ー

下
河
部
行
輝

現
代
日
本
話
文
の
＾
判
断
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

＞
の
体
系
と
構
造
に
つ
い
て

宮
崎

利
人

ろ
う・
肉
度
難
聴
鬼
の
言
語
発
述

森

寿
子

ー
九
歳
の
墜
打
破
の
た
め
の
言
語
発
迷
上
の
必
要
条
件
の
陪
明
ー

書
評•
新
刊
紹
介

大
坪
併
治
箸
「
擬
芦gnm
の
研
究」

太
田

上
村
敦
之
箸「
西
東
三
鬼
物

語ー
あ
る
洒
脱
な
俳
人
伝
ー

j

越
智

工
藤
進
思
郎
編
「
三
の
し
る
べ』

岡
中

大
矢
武
師
ほ
か
共
紺
「
鑑
買

万
菜
梨
j

•

森
長

三
省
煎
国
訴
教
脊
伐
術
査
委
員
会
紺「
こ
れ
か
ら
の
国
賄
教
育」

大
江

赤
尾

井
上

長
島

太
田
束
雄
ほ
か
編
「
日
本
昔
話
通
観
j

第
9
巷

江
戸
文
学
年
誌
の
会
編
「
蹄
江
戸
文
学
年
誌
」

水
田

潤
紺
「
近
低
文
芸
史
澁」

佳
男

裕
久

啓
治

弘
明

紘
子

悦
子

正
行新 学敏

佳
江

幼
欣

小
俊
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